
伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕

コード

23

コード

48

（１５）
１９年度
（実績）

（１６）
２１年度
（目標）

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

継続 368-3 雇用、勤労者対策事業 １６０５００

産業振興部商
工観光課 186,960 130,840 130,840 0.1 720

貸付制度利用
者数 1 3 人

Ⅰ 3 3 1 3 D

現状維持

有

必要性３⇒４　有
効性３⇒４　達成

度１⇒２　効率性３
総合評価Ｄ⇒Ｂ

制度としての必要
性・有効性は評価さ
れるべきであるが、

制度の周知など利用
率向上への改善が

求められる現状

有

後期の制度利用が目標
達成しない場合は、平成
２４年度以降において抜
本的な制度見直しを行う
方向で労働団体等との

協議を実施する

１Ｇ ｂ

協調融資制度としては
唯一の政策資源であ
り労働界の期待が大
きく、勤労者福祉の根
幹を形成する施策で
ある。

制度周知方法の改善
を事業主体（労働金
庫）側に求めるととも
に、市のＨＰなどにお
いてＰＲを強化し制度

利用を促進する。

継続 368-4
労働環境の向上に向けた指導
啓発 160500

産業振興部商
工観光課 51 1,429 1,656 0.2 1,440

女性の求人に
よる就職率 6.51 7.5 ％

Ⅰ 4 3 2 3 Ｂ

現状維持

無 ー ー 無 ー ２Ｇ ｂ 　　　　　　　　ー

人権団体から企業内
人権啓発の強化を求
められており商工施策
と人権施策との連携に
よる更なる取組が不可

欠である。

全 2 事業

Ｈ20
予算
額・補
正要求

額

名称

(4)だれもが働きやすいまちづくり

①仕事と子育てを両立できる職場環境をつくる

名称

（９）
継続・
新規

(20.21.
22,23)

（１８）
評価
類型

個別評価
（１１）

担当部課名
Ｈ21
要求

見込額

（１２）事業費(千円) １次評価結果

(23)
総合
評価

Ｈ19
決算額

（１０）事務事業名

（４）評価実施年度

（５）評価責任者職名

（６）評価責任者氏名

コード

（１）政策

（２）基本施策

（28）
改革改善
案修正の

有・無

（１４）指標名
（24）

方向性

コード

平成　20　　年度

産業振興部長

半田　泰士

（25）
１次評
価修正
有・無

（33）その他の改革
改善点について

（30）
優先
度

区分

主な成果（新規事業の場合は目標）

指標の数値
（１７）

指標の
単位

48 働く親が、子どもを育てながら働ける環境が整っている

（７）評価者

（１３）H21投入人員 ２次評価

（３）生活課題

人 人件費
（32）

方向性の評価につい
て

（27）修正の理由（26）修正点
（29）

修正点

(31)
方向
性


